
 東京2020大会に向けた重点的な取組に加え、観光を東京の有
力産業へ飛躍させるという将来像を見据えた中長期的な視点に
立って、観光産業を支える基盤を継続的に強化していく。

 観光産業を効果的に振興していくため、国、区市町村、観光関
連団体、民間事業者等に加え、あらゆる都民が参画するなど、
多様な主体と一体となって取組を推進していく。

 「持続可能な観光」等の観点から、国内外のオーバーツーリズ
ムの事例について情報収集しながら、旅行者と地域の住民との
共存といった視点も見据えていく。

大会前後を通じた継続的な取組

1. 経済波及効果に注目した旅行者誘致

2. 持続可能な地域の観光振興

大会前後を通じた主な取組
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3. 観光関連事業者の経営力向上への支援

重点テーマ１
世界一のおもてなし都市・東京の実現

東京の観光産業の更なる発展

東京2020大会のレガシーを生かし共存共栄へ

本プランによるレガシーを大会後の観光産業の発展の礎とすると
ともに、東京の活力を日本各地へ波及させ、東京と日本各地の共存
共栄を図る。

◆レガシー
「多彩で良質な体験ができる東京」

◆レガシー
「グローバルに魅力を発信する東京」

◆レガシー
「あらゆる旅行者を歓迎する東京」

東京の活力を日本各地へと波及
東京が日本各地と世界の結節点に

東京と日本各地の共存共栄

 富裕な旅行者層の誘致
 国際会議誘致・開催支援の強化
 MICE開催都市としての基盤整備

 地域の観光関連団体の経営力の強化
 多摩・島しょ地域の基盤整備

 観光関連事業者のインバウンド対応力向上への支援
 観光人材の育成
 快適な滞在環境の整備

重点テーマ２
世界の旅行者を楽しませる

旅行体験の創出

重点テーマ３
旅行地としての

世界的な認知度の向上

【東京2020大会を契機としたレガシーの創出】




